
 

 

 

 
 

 

 

 

日本のことわざの一つに、『点滴
てんてき

岩を穿
うが

つ』というものがあり 

ます。他にも、『雨垂
あ ま だ

れ石を穿
うが

つ』というのもあります。四字熟語

でいうと、『水滴石穿
すいてきせきせん

』というものもあります。 

 

この意味は、どれも同じような意味になりますが、軒下などから落ちるわずかな雨

垂れでも、長時間同じところに落ちていると、いつかは石に穴を空けてしまう意か

ら、力は足りなくても、 根気よくこつこつと何度も繰り返してやれば、最後には成

功するということで、根気よくこつこつと何度も繰り返してやれば、いつかきっとで

きるようになるという意味になります。 

考えてみると、「水滴が石を削り、穴を空ける。」なんて、考えにくいことですが、

継続すれば、出来てしまうのですよね。 

まさに、鍾乳石がそれで、１ｃｍできるのに約５０年かかると言われています。鍾

乳洞などは、いったい何千年、いや、何万年、何十万年かかってできたのでしょう。 

しかし、これもたどってみると、一滴一滴なのですよね。 

 

 一般的に、続けることはできても、続けつづけるというのは、大変なことです。 

 イチロー選手は、自分に課したトレーニングは、どんなことがあっても休むことは

なく毎日続けているそうです。だからこそ、今のイチロー選手があるのでしょう。 

 

 続けることの意味を理解する。あるいは、続けることの価値に気づくことは、自分

が続けてみないとわかりません。このことは、どんなことにも共通していると思いま

す。 

 あきらめたら終わりです！あきらめることなく続けつづけること。それが、私たち

が目標とする姿ではないでしょうか。 

 子どもたちの中に、少しでも、続けることの意味を感じさせたいと考えています。 
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地域の方々に助けていただきながら・・・ 
学校は、地域に情報発信し、学校を開き、地域と一体となり連携を図りながら様々な取組を進めて

いくことが重要です。 

 そういう意味では、弘道地区の皆さまは本当に協力的で、学校を全面的に支えてくださっていま

す。ありがとうございます。１月２４日（木）には、弘道地区コミュニティで、１年生が昔遊びを地

域の方々に教えていただくことになっています。 

 今では見られなくなってしまった遊びや、初めて行う遊びもあろ 

うかと思います。しかし、意外とやってみたらおもしろくてはまっ 

てしまったという話を聞いたこともあります。 

 地域の方々とふれあう絶好の機会と考えていますので、ふるって 

ご参加いただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 



見守り隊の方々への 

感謝集会を開催します。 
 
毎朝の登校時、また、夕方の下校時。どんな天候

であろうが、毎日子どもたちの安全な登下校を見守

っていただいています見守り隊の方々におこしいた

だき、感謝集会を開催することを児童会本部が計画

してくれています。 

お忙しいことかと思いますが、ぜひとも学校にお

こしください。お待ちしています。 
 
 

 

        
 

インフルエンザに注意！ 
 
やはり今年もインフルエンザが猛威

をふるいそうです。本校でも先週１学級

で学級閉鎖措置をとりました。 

話によると、一度Ａ型にかかった子が

また同じＡ型にかかったというような

話も…。 

これは要注意ですね。 

しんどいことは繰り返したくないで

すよね。ですから、特に、 

外出からの帰宅時には、 

必ず手洗い、うがい等の 

励行をお願いします。 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悲しみはいつまでも・・・。  

 
 
阪神・淡路大震災の発生から２４年目を迎えました。 

時は過ぎても、深い悲しみが消えることはありません。 

亡くなられた数多くの方々の悔しさを私たちは忘れてはいけません。貴重な教訓として、少し

でも被害を少なくするためにどうしたらよいか、しっかり考える機会にしなければいけないと考

えています。1月 17 日の意味はそこにあるのかなと思ったりします。 

 

本校では、1月 17 日、全校生で黙とうをささげた後、 

各学級で防災授業を行いました。 

地震が起きたとき、どのように行動したらよいか、自分 

たちに何ができるだろうか、家の地震への備えは十分だろ 

うか等々、各学年に応じた課題を提示し、子どもたちと一 

緒に考えました。 

         

                  「のど元過ぎれば、熱さ忘れる」ということわざがあ

るように、私たちはついつい、今の生活があたりまえの

ように思ってしまいます。決してそうではないことを肝

に銘じないといけないと思います。 

            ご家庭でも、災害への備えは大丈夫か点検いただくと

ともに、家族での約束（災害発生時の家族の集合場所）

を確認ください。 

 

暖冬？？？ 
 今シーズンを「暖冬」と称していいのか、まだわかりませんが、これまで除雪の必要がまった

くない状態が続いています。 

 頭が痛いのが、ウインタースポーツである「スキー」のことです。本校では、1月 22 日（火）

に５・６年生のスキー教室を予定しているのですが、現時点では滑走不可。延期せざるをえない

かも・・・と思っているところです。 

 但馬地域で育っている子どもたちなので、スキーの体験はぜひともさせて 

やりたいなと思うのですが、これだけは天まかせなので・・・。 

 何とかスキー教室が開催できますようにと願うばかりです。 

◆日時；平成３１年２月２６日(火)８：20～ 

◆場所；弘道小学校 体育館 
 


